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表紙解説

　　当研究部門では、中国の母なる川、黄河の水文環境の
研究を行っています。表紙の写真は青海省花石峡北東方の
標高約3950m 付近の景色で、黄河の支流が段丘の間を流れ
ている様を写しています。黄河と言えば泥土で濁った河川と
いうイメージがありますが、上流域の湧水はまったく清く透明
なものです。河川と流域の地下水の動きは地質環境と深く関
わっています。人類にとって最も重要な水資源の確保と水資
源環境を守るためにも、地質の調査や研究が必要です。詳
しくは本文「中国黄河流域の水文環境」（石井武政）をお読み
ください。



 
 

 

ご あ い さ つ  

 

 

地圏資源環境研究部門長 

Director of the Institute for Geo-Resources and Environment, AIST 
 

松永 烈 
Dr. Isao Matsunaga 

 

地圏資源環境研究部門の成果報告会は、今回が第３回目になります。昨年の笹川記念会館での

開催に引き続いて、今回も東京で開催することにしましたのは、できるだけ多くの関係者に我々

の常日頃の研究活動とその成果についてご説明し、多くのご意見やご教示を頂ければと考えたか

らです。 

 

報告会の形式は昨年を踏襲し、当部門の重点研究課題として整理している「資源」、「環境」、

「知的基盤」の３つの課題についての説明と、ある課題分野を特集として詳しく説明することに

しました。昨年の特集は「日本の天然ガス・メタンハイドレート」を取り上げましたが、本年は

地圏の環境分野を対象に、「地圏環境の監視、保全、再生技術の現状と課題」を取り上げ、関連す

る幾つかの話題を提供するとともに、白鳥寿一氏には「土壌汚染対策技術の進展」と題したご講

演をお願いいたしました。また、部門を構成する１１の研究グループだけでなく、一部の研究者

についても、日頃の研究成果を皆様に紹介できればと考えております。本年は、これら研究グル

ープや個人の研究成果をより詳しく知っていただくために、ポスターセッションの時間を設けて

おります。ご参加いただいた皆様方との交流を通して、今後より一層の研究の展開を図って行け

ればと思います。 

 

 さて、部門の成果報告会も今回で３回目になることは上述したとおりですが、今年度は３年余

り前に産業技術総合研究所が設立されて以来、最初の区切りとなる第１期中期計画の最終年度に

もあたります。既に、今年初めから次期５年間の中期計画に向けて、研究組織の見直し、再編が

行われ、現在は研究戦略作りに向けての作業が進められている所です。当部門が含まれる地質・

海洋の分野についても、本年５月には「地球科学情報」、「地圏資源環境」、「海洋資源環境」の３

つの研究部門が、「地質情報」と「地圏資源環境」の２つに再編されました。幸い、当部門につい

てはこれまで通りの体制で、「エネルギー・資源の安定供給」と「環境と調和した地圏開発利用」

を２つの柱とした研究を進めることになっております。一方で、上述したように、産業技術総合

研究所では、ライフサイエンス、情報通信、ナノテク・材料・製造、環境・エネルギー、計量標

準と、我々の属する地質・海洋の６つの研究分野と、産総研全体の研究戦略作りが進められてお



 
 

 

り、「エネルギー・資源の安定供給」や「環境と調和した地圏開発利用」に係わる研究や技術開発

の戦略が問われている所です。 

 

我々の対象とする地圏資源や地圏環境の分野は、ライフサイエンスやナノテクなどのいわゆる

先端技術分野に比べると非常に地味な分野といえますが、一方で我々の生活や産業活動を支える

重要な分野でもあります。今後、資源のリサイクルがより進められるにしても、依然新たな資源

供給は必要です。さらに、リサイクルの不可能なエネルギー資源については、今世紀前半には石

油資源の供給が滞ることが予測されています。 

 

このような中、我々の研究についての成果（アウトプット）が重要なことはいうまでもありま

せんが、それらをどのように社会の中で活用できるかというアウトカムが求められています。そ

のためには、我々の研究成果を外部の方々に理解していただくことが第一歩となりますが、今回

の成果報告会はその良い機会と考えております。皆様方からの積極的なご高配を重ねてお願い申

し上げます。 
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地圏環境の監視，保全，再生技術の現状と課題 

－持続可能な循環型社会を目指して－ 



 



Development of Site Assessment Tool for Soil Contamination 

Geo-analysis Research Group: Takeshi Komai 

Phone: 029-861-8294, e-mail: koma@ni.aist.go.jp
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Application of geophysical methods for environmental problems 

Leader, Exploration Geophysics Research Group: Toshihiro Uchida 

Phone: 029-861-3840, e-mail: uchida-toshihiro@aist.go.jp 
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重点研究課題 
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グループおよび個人の研究紹介 
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Introduction of the Fuel Resource Geochemistry Research Group

Leader, Fuel Resource Geochemistry Research Group: Susumu Sakata 

Phone: 0298-61-3898, e-mail: su-sakata@aist.go.jp
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Activity of the Mineral Resources Research Group

Leader, Mineral Resource Research Group: Yasushi Watanabe 

Phone: 0298-61-3811, e-mail: y-watanabe@aist.go.jp
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Exploration Geophysics Research Group 

Leader, Exploration Geophysics Research Group: Toshihiro Uchida 

Phone: 029-861-3840, e-mail: uchida-toshihiro@aist.go.jp 

http://unit.aist.go.jp/georesenv/explogeo/ 
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Introduction of Research Group for Geoenergy and Environment 

Leader, Research Group for Geoenergy and Environment: Toshiyuki Tosha 

Phone: 029-861-8735, e-mail: toshi-tosha@aist.go.jp 
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GIS

Treatments of meteorological data in a sound management and prediction using GIS 

Research Group for Geo-Resources Development and Safety: Hiroyuki Imaizumi, Yasumori Takahashi 
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Scale precipitation test using high frequency electrolysis
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ABSTRACT

A percussion drill, widely used for the drilling in the 
civil engineering field, can be used as an energy source 
of the SWD (Seismic While Drilling) surveys if the 
frequency coverage of its drilling vibration is 
sufficiently broad.  Economically, the practical use of 
the technology has a great impact on the drilling industry 
because it enables safe, economical and rapid drilling. 
However in fact, frequency contents of the seismic 
signals generated by percussion drilling are severely 
band limited because they primarily controlled by the 
blow rate of the drill.  Therefore in this paper, 
broadening the spectral coverage of the percussion drill 
is attempted, and following results are derived. 
Frequency contents of the percussion drilling can be 
controlled by the manual operations of the hydraulic 
pressure inputs.  It is because the hydraulic pressure 
change affects both on blow power and blow rate of 
drilling, and finally results in the change in frequency of 
drilling oscillations. 
KEY WORDS:  Seismic While Drilling, percussion 
drill, VSP, real-time drilling decisions 
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